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談話室
液化機 とともに十年
低温 センター 浅 井 攻
低温 センター豊 中分室は,現 在,ADL(CTI)、コ リンズ,ヘ リウム,水素兼用液化機 と三菱ヘ リウム
液化機 の2台 があ り'ます。
三 菱ヘ リウム液化機は年 間に6回 程度運転 し,ほ とん どADLヘ リウム液化機1台 で年間液体 ヘリウム
250q`,液体水素10004を 生産す るに至 りま した。今 日この量 が普通 であるかのよ うに思われてい
、ます。 レか し,私 が勤務 し始めた37年 当時,な い し,こ れ以前は年間液化量:ヘリウム1504,水 素
2004位であ り'ました。今 日多量の液体ヘ リウムが生産可能 にな った理由や私達 が起 した失敗談 につ い
て書いて見たいと思います。
低温 センター豊 中分室の前 身 で あ る理学部極低温実験室 には,大 阪酸素㈱の渋谷氏 と極低温室職員
の富田氏の両氏が,運 転にたず さわっていました。 この両 氏が辞 め られるに あた り,運 転を早 くマス タ
ーす るため,37年3 ,月1日か ら勤務 してほしい と言われたが,私 の都合で3月16日 か ら勤務す るこ
とに した。1日 勤務 して2日 目に俸給 を受取 り公務員の良さがわかった。
極低温室には3月1日 か ら勤務 している平松君 がいた。彼は定時制高校1年 生 で色の黒 い九州男児で
球技は上手 であった。
彼 と私 の2人 が フィリップス窒素・液化機,ADLヘ リウム液化機 を15日間運転方法 を習った。15日 間
と言 って もヘ リウム液化機 の運転 は,週2回 であるの と運転の 日が3～4日 間あいているか ら,な かな
か覚え られなかった。 そ うして,と うとう4月 彼 と2入 だけでヘ リウム液化機 を運転す る日がや って き
た。運転 方法 はメモ して澄いた通 り運転 を開始 した。 この日は約2時 間 でヘ リウムが液化 を始め運転は
順調に行 き液体 もデュワーに4本 程汲出 し終 り,液 化機 内に液体 ヘ リウムが54ぐ らい余 っていた。運転
を止め液化機 内のジャケッ トの真空度を悪 くし,液 体ヘ リウムを蒸発させた。蒸発 したガスはガスホル
ダーに戻 り圧縮機 によって,中 圧 タンクに詰め られるのであるが,こ の時圧縮機 を起動 したが蒸発 ガス
は中圧タンクに詰 らず,蒸 発 したガスは,ガ スホルダーからシユー と,大 きな音 を響かせヘ リウムガス
が安全弁 よ り放出 し始めた。圧縮機 を起動 させた'まま,中 圧 タンク入 ロバルブを開いてい るがガスは中
圧タンクには入 らず,ガ スホルダーか らは絶 えずシューと音 を立 てて噴 出している。彼 と私は恐 くな り,
屋外 へ逃げた。何 も知 らない学生は安心顔 で室を出入 していた。15分 ぐらいガスは放 出していた。ヘ
リウム液化機 内の温度が上 りガス放出が止ま ったので,彼 と私は装置 をその'ままにし1逃 げ るよ うに退
校 した。翌 日彼 と私は恐る恐 る極低温室 にやって来て液化機が壊れてないか を調べて,異 常のない こと
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がわか りほっ とした。
次の液化 日まで原因について色 々考 え,又 大阪酸素の渋谷氏 にも電話 をして指示 して もらった後 液化
機 を運転 した。 この 日も3本程度デュワー にヘ リウムを汲出して液化機 をス トップさせたが,や は り前 日
同様,ヘ リウムガスは中圧タンクに戻 らず,ガ スホルダーから噴 出したので,指 示 された点 をひとつひ
とつ点検 したが異常はなかった。その時なんの気 なしに液化機 本体の圧力調整バルブを閉めた,こ の時
ガスホルダーの ガスがどん どん減 り始め,中 圧 タンクの圧力計 の指示 が上 り始め,ヘ リウムガスがタン
クに詰 められていることを示 していた。 この時,私 と彼 は手 を握 り合 って喜んだ。 この喜 びをもた らし
た ものは,圧 力調整 バル ブを閉めるとい う非常に簡単 な原因であったが,こ の よ うな 「簡単な原因 」が,
今 日の年 問2,500`とい う多量のヘ リウム液化を可能に した と言 って も過言 ではないと私 は思っていま
す。 といいますのは,38年,37年,こ れ以前 でもたぶんヘ リウム液化予定 日なのに,液 体ヘ リウム
の出ない 日が,再 々あった と思い'ます。 この年代は液体ヘ リウムは作 り難 い もので,で ない 日があって
も当然の ように思 われていま したが,こ れ らの 日が再 々あると,私 達 が未熟なため,諸 先生方が極低温
室に集 り原因や支障 について よ く議論 され ていました。始めは私は小 さ くなって,日 本語 と英語の混 り
合った私 に とって聞 き難 い言葉 に耳を傾けていました。学者 はむつか しい言葉 を使 うものだと思った。
今から考 えるにこの時期 は,み んな難 しく考 えす ぎ 原因がわからない事故 が多かった ように記憶 して
います。37年11月 ごろ関教授か ら高圧 ガスの試験 を受ける ように言われ,大 阪酸素の渋谷氏の指導
によ り,本 を買って読む ようにな って,ヘ リウム液化機についてもわかるようにな りま した。 これ と共
にヘ リウム液化に支障を きた した原因は,重 要な部分 による原因であれば誰 にでもわか るはずで,バルブ
を閉め ることを怠った とい うよ うな,非 常におそ まつなことが原因ではないか と考 え,思 い当る所 を数
ヵ所改良 しHe液 化 を試みて見ると毎 回スムーズに 液体ヘ リウムが出来る ようにな りま した。幸 い,39
年中之島か ら豊中に移転 することにな り,こ れを機会 に,そ れ までの知識 をもとに し使用上 の不便な点,
欠 陥等 を変更する事 により,又43年 三菱液化機増設 の隈 伊達教授 に詮願 いして,コ ンプレスしたヘ
リウムガス中のオ イル分 を除去す る目的 で,ト ラップユニッ トを購入 した。 この トラップユニ ッ トの窒
素 トラップは使用 せず,セ ラミックフイルターにHeガ スを通すだけでコ リンズヘ リウム液化機の分解
時間は,900時間以上に長 くな り,今 日ADLコ リンズヘ リウム液 化機1台 でも週三回の液化 も可能に
させ た ものだ と思 って捨 り'ます。
利用者の方は1日 の液体ヘ リウム汲出量254に 御 不満 の人 も多いとは思います が豊中分室のオ ペレ
ーター全員 が「ヘ リウム液化予定 日は,一 日も休む ことのないことを 」モ ッ トー として安定,且 つ確実
な液体ヘ リウムの供給 を行な ってい'ます。
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